
平成17年１月１日／広報なめりかわ　16

あけましておめでとうございます
　正月に新刊書をたくさん揃えて、皆さ
んのおいでをお待ちしています。ぜひご
利用ください。

新着図書案内
（図書館のホームページに多数の本をご案内し
ています）

◆一般書
□長恨歌 不夜城完結編 　  馳　星周
□正義の証明　上・下 森村誠一
□あの世この世の軍立ち　　山本音也
□グノーシスの薔薇 D・マドセン
□タイドランド ミッチ・カリン
◆児童書
□ズッコケ三人組の卒業式
□どうぶつゆうびん
□計算のひみつ

＜おはなしかい＞　2F
　8日㈯　午前10時15分～
　「絵本のよみきかせ」
　講師　おはなしママの会
＜どうしてかな相談室＞　2F
　8日㈯　午後２時～４時
　学習相談員　早川範子さん
＜こども映写会＞　4F
　8日㈯　午後２時～３時
　「まんが世界むかし話㉔」
＜国際交流チャットサロン＞　4F
　13日㈭、27㈭　午後３時～５時
　講師 国際交流員ヨシヒロ･サカさん
＜おはなしのへや＞　2F
　15日㈯　午後３時～
　「おはなしいっぱい」
　講師 ショコラ
＜読書会＞　3F
　22日㈯　午後２時～
　｢運命の足音」五木寛之 著
　講師　竹林萌子さん
＜おはなしのひろば＞　2F
　22日㈯　午後３時～4時
　「えほん・かみしばい」など
　講師　たんぽぽの会
＊グループ研修　3Ｆ
・「平家物語を読む」会
　8日㈯　午前10時～
・「俳句研修」草苑萌の会
　15日㈯　午後１時～
＊中国陶磁器展　4Ｆ展示ケース
　5日㈬～29日㈯
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入
選
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10,410冊

〈開館時間〉
　午前10時～午後6時

〈休館日〉
　1月1日～4日､10日､11日､16日､
　17日､24日､30日､31日､2月7日

 ☎  475-8001
FAX 475-9041
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あなたと市政を結ぶ「広報なめりかわ」は、
リサイクル推進のため再生紙を使用しています。
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。
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古とち等新開許可状


